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佐
賀
県
東
部
工
業
用
水
道
規
程
第
五
号 

 

佐
賀
県
東
部
工
業
用
水
道
職
員
就
業
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
佐
賀
県
東
部
工
業
用
水
道
規

程
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
六
月
三
十
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐
賀
県
知
事 

 

古 
 

川 
 
 
 
 

康 
 
 
 

 

第
十
一
条
第
五
号
中
「
又
は
」
を
「
若
し
く
は
」
に
改
め
、
「
こ
と
」
の
下
に
「
又
は
子
に

予
防
接
種
若
し
く
は
健
康
診
断
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
」
を
加
え
、「
六
日
」
を
「
十
日
」
に
改

め
、
同
条
中
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

六 

次
に
掲
げ
る
者
で
あ
つ
て
負
傷
、
疾
病
又
は
老
齢
に
よ
り
二
週
間
以
上
の
期
間
に
わ

た
り
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
も
の
（
以
下
「
要
介
護
者
」
と
い
う
。
）
の

介
護
、
要
介
護
者
の
通
院
等
の
付
添
い
、
要
介
護
者
が
介
護
サ
ー
ビ
ズ
の
提
供
を
受
け

る
た
め
に
必
要
な
手
続
の
代
行
そ
の
他
の
要
介
護
者
に
必
要
な
世
話
を
行
う
場
合
は
、

一
の
年
に
お
い
て
五
日
（
要
介
護
者
が
二
人
以
上
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
日
）
を
超

え
な
い
範
囲
内
で
そ
の
都
度
必
要
と
認
め
る
期
間 

 
 

イ 

配
偶
者
、
父
母
、
子
及
び
配
偶
者
の
父
母 

 
 

ロ 

次
に
掲
げ
る
者
で
あ
つ
て
職
員
と
同
居
し
て
い
る
も
の 

 
 
 
 
 

祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
及
び
孫 

 
 
 
 
 

職
員
又
は
配
偶
者
と
の
間
に
お
い
て
事
実
上
父
母
と
同
様
の
関
係
に
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
者
及
び
職
員
と
の
間
に
お
い
て
事
実
上
子
と
同
様
の
関
係
に
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
者
で
別
に
定
め
る
も
の 

 

第
十
二
条
の
二
第
一
項
中
「
配
偶
者
、
父
母
、
子
、
配
偶
者
の
父
母
そ
の
他
人
事
委
員
会

が
規
則
で
定
め
る
者
で
負
傷
、
疾
病
又
は
老
齢
に
よ
り
人
事
委
員
会
が
規
則
で
定
め
る
期
間

に
わ
た
り
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
も
の
」
を
「
要
介
護
者
」
に
改
め
る
。 
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こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 


